
音楽 第２学年 

１ 教科の目標 

 表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、 

音楽文化と豊かに関わる資質・能力を育成することを目指す。 

（１） （２） （３） 

曲想と音楽の構造や背景などとの 

関わり及び音楽の多様性について 

理解するとともに、創意工夫を生か

した音楽表現をするために必要な

歌唱、器楽、創作の技能を身に付け

るようにする。 

曲にふさわしい音楽表現を創意工

夫することや、音楽を評価しなが

ら、よさや美しさを味わって聴く

ことができるようにする。 

主体的・協働的に表現及び鑑賞の

学習に取り組み、音楽活動の楽し

さを体験することを通して、音楽

文化に親しむとともに、音楽によ

って生活を明るく豊かなものにし

音楽に親しんでいく態度を養う。 

 

２ 評価の観点とその趣旨 

観
点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣 
 

旨 

曲想と音楽の構造や背景などとの

関わり及び音楽の多様性について

理解している。   

 （表現・鑑賞） 

 

創意工夫を生かした音楽表現をす

るために必要な技能を身に付け、 

歌唱、器楽、創作で表している。 

（表現） 

音楽を形づくっている要素や要素

同士の関連を知覚し、それらの働き

が生み出す特質や雰囲気を感受し

ながら、知覚したことと感受したこ

ととの関わりについて考え、曲にふ

さわしい音楽表現としてどのよう

に表すかについて思いや意図をも

ったり、音楽を自分なりに評価しな

がらよさや美しさを味わって聴い

たりしている。  （表現・鑑賞） 

音や音楽、音楽文化に親しむこと

ができるよう、音楽活動を楽しみ

ながら主体的・協働的に表現及び

鑑賞の学習活動に取り組もうとし

ている。 

（表現・鑑賞） 

 

３ 評価の観点と評価方法 

      評価方法 

評価の観点 

１～３学期 

授業観察 プリント 実技テスト 定期考査 

知識・技能 ○      ◎（知識）    ◎（技能）    ○（知識） 

思考・判断・表現  ◎ ◎ ○ 

主体的に学習に取り組む態

度 
◎ ○ ○ ○ 

４ 点数配分 

 知識 技能 思考・判断・表現 主体的に 

授業観察   ５０ 

プリント（表現・鑑賞） ８０（鑑賞）  ４０（表現）４０（鑑賞） １００（表・鑑） 

実技テスト（表現・鑑賞）  ８０（表現） ４０（表現）４０（鑑賞） ３０ 

定期考査 ４０  ４０ ２０ 

総合得点 ６００点 ２００点    ２００点     ２００点     
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